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第1章 はじめに 

 日本語文法ハンドブック』（白川編 2001）のなかにある「ＸをＹに ―付帯状況を表す従属節

に相当する表現―」という節を読んで、「ＸをＹに」という表現形式に興味を持つようになっ

た。しかし、中国語や日本語の論文を探すと、意外とこの表現形式に関する説明はまだ不足し

ていることに気づき、さらにこの表現形式への研究が必要であり、それらを解明しようと思う

ようになった。 

 

第2章 先行研究 

 本章では、村木新次郎(1983a)、寺村秀夫(1983) 、桑平とみ子(2007)について述べる。(内

容省略) 

 

第3章 調査方法 

まずは、調査①で BCCWJ(現代日本語書き言葉均衡コーパス中納言（以下「中納言」と略す)

を利用して、「ＸヲＹニ」と「ＸヲＹニシテ」の使用数量、使用比率を計算し、その結果をもっ

て、「ＸヲＹニ」の使用傾向、及び「ＸヲＹニ」と「ＸヲＹニシテ」の関係を考察する。 

また、調査②で名詞Ｙに対する連体修飾の有無、連体修飾語句があるとすればどのような表

現形式かを調査するために、BCCWJ で検索した。 

最後に「ＸヲＹニ」に後続する「シテ」の有無によって、意味上、あるいはニュアンスの違

いがあるかどうかを解明するため、アンケート調査を行った。 

 

第4章 調査結果及び分析 

本章では調査①、調査②とアンケート調査の結果を統計してまとめた。調査①により 27423

件の例文が見つかり、その中から、研究対象となる 12430 件の例文を得た。その例文を「「Ｘ

ヲＹニ」における名詞Ｙ一覧」、「名詞Ｙ、「ＸヲＹニ」、「ＸヲＹニシテ」の使用度数及び比率」、

「『分類語彙表』に基づく名詞Ｙの大分類」、「『分類語彙表』に基づく名詞Ｙの小分類」に分け

て統計した。 

調査②（名詞Ｙにかかる修飾句に関する調査）から得た例文を載せた。 

最後に、アンケート調査結果をまとめた。 

 

第5章 考察 

5.1 では、「ＸヲＹニ」の由来、及び「ＸヲＹニシテ」との関係に関して論じる。まず村木

(1983a)の「「ＸヲＹニ」の言いまわしは、「発生的に」たぶん「ＸヲＹニシテ」という従属句

の「シテ」が省略されてできたものである。「シテ」の有無によって一般に意味の差は生じな

い」（p.268）という論説に基本的に賛成したうえで、「…を尻目に」という表現形式はそうし

た説に合致しないことを取り上げて、「ＸヲＹニ」がすべて「ＸヲＹニシテ」からできたもの

と断定することはできないと主張する。 

また実例とアンケート調査結果をもって、「ＸヲＹニ」表現形式より、「ＸヲＹニシテ」のほ

うが「意図性」、または「臨時性」が感じられると主張する。 

5.2 では「ＸヲＹニ」形式と「ＸヲＹニシテ」形式の使用率に関して考察した。名詞Ｙを「身

体語彙」と「身体語彙以外の名詞」にわけて論じる。結論は以下の通りである。 
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名詞Ｙが「身体語彙」の場合は 

① 抽象化した表現の場合は、「ＸヲＹニシテ」形式より「ＸヲＹニ」形式のほうが多く使

われている。 

② 意図性、あるいは継起関係などの潜在的な意味がある場合は、「ＸヲＹニ」形式より「Ｘ

ヲＹニシテ形式」のほうがふさわしい。 

③ 具体的な表現で、意図性がない場合は、日常において頻繁に使用されると、「ＸヲＹニ

シテ」形式を簡略して「ＸヲＹニ」形式になる可能性が高い。 

名詞Ｙが「身体語彙」以外の場合は 

④ 高度に定着した表現形式は、「ＸヲＹニ」形式はひとかたまりとして使用されることが

多く存在する。さらに、定着したことによって、「ＸヲＹニシテ」形式に入れ替えると、

不自然な文になってしまう可能性がある。 

⑤ 「ＸヲＹニシテ」形式と「ＸヲＹニ」形式が入れ替え可能な名詞のうち、本来「計画性」

という意味要素を含む名詞の場合は、「ＸヲＹニ」形式のほうが多く使用されている。 

また、高度に定着した表現形式や「文法化」などにも少し触れた。 

最後に名詞Ｙを修飾する語に関して考察した。例文数が少ないため、どのような傾向がある

と明確には言えないが、修飾を受けられる名詞Ｙは、基本的に属性を表す名詞が多いことをと

主張する。 

 

第6章 まとめ 

本研究の論点をまとめた。 

 

第7章 終わりに 

本研究の不足点や今後の課題を述べる。 
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